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東松島市は政府からSDGs 未来都
市に県内で初めて選定されました。

東松島市
第64号
令和４年５月１日発行

東松島魅力の風景
　宮戸地区の稲ヶ崎公園（撮影日：平成 31 年 4 月 23 日）
　令和 3 年 11 月 1 日発行の第 62 号から、公益社団法人日本写真協会会員の細田孝春氏の写真を「東松島魅力の風景」として掲載しています。

東松島市議会
Facebook
情報発信中！ いいね！

してフォローお願いします！

議会映像は
ここから

チェック！



歳出
（支出）

202億2千万円

教育費
28.2億円
13.96%

災害復旧費　0.4億円　0.18％
予備費 　0.3億円　0.15％ 議会費 　1.8億円　0.89%

衛生費
14.6億円
7.23%

労働費
0.2億円　0.09％

土木費
24.1億円
11.91%

消防費
10.4億円
5.12%

公債費
14.3億円
  7.08% 総務費

36.3億円
17.95%

民生費 
59.7億円
29.54%

令和４年度一般会計当初予算（歳出）人口と一般会計当初予算の推移

人口（基準日1月1日）

一般会計当初予算額

（単位：億円） （単位：人）
農林水産業費
8.4億円　4.17％

商工費 
3.5億円　1.74％

※金額は百万円以下を、％は小
数点第3位以下を四捨五入し
ているため合計が一致しな
い場合がある。
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５つのまちづくりの方向性
①産業と活力のある
　　　　　住みたくなるまち
・基幹産業としての農林水産業の活
性化
・地域の資源を生かした観光の振興
・商工業振興・企業誘致と働く場の
確保
・移住・定住の促進

②子育てしやすく誰もが健康で
　　       安心して暮らせるまち
・子育て環境の充実
・高齢者・障がい者等への支援充実
・健康づくりの推進
・心の復興と地域コミュニティの充
実

③次代を担う人材を育む学びと
             文化・スポーツのまち
・子どもたちの可能性を広げ伸ばす
学力の向上
・地域と一体となった豊かな心の育
成と生涯学習の推進
・文化の継承と創造
・全世代にわたるスポーツの振興

⑤持続可能な行財政運営が図られ市民から信頼されるまち
・効率的で持続可能な行財政運営
・国・宮城県及び多様な主体との連携
・利便性の高い行政サービスの提供

④災害に強く安全で
　　　　　快適で美しいまち
・災害に強いまちづくりの推進
・消防・交通安全・防犯体制の強化
・快適で美しい自然環境の形成と保全
・良好な住環境の整備
・安全で利便性の高い交通環境の充実

１ 令和４年度市政
執行について
市長が所信を表明

　渥美市長が「令和４年度市政執行についての所信」表明を行い、①本市
を取り巻く概況と対応②令和４年度の市政推進の基本的考え方と「まち
づくりの方向性」に沿った各取組について③重点プロジェクトの推進に
ついて④過疎地域の振興について⑤所信推進に向けての５項目について
述べた。

【令和４年度の市政推進の基本的考え方（一部抜粋）】
　令和４年度においては、重点プロジェクトの取組成果及びこれまでの
各施策の成果の上に立って、昨年度スタートした「東松島市第２次総合
計画後期基本計画」の取組を本格軌道に乗せ、計画実現にさらに邁進し
ていく所存である。
　このため、当該基本計画でまちづくりの将来像として掲げた「住み続
けられ持続・発展する東松島市－地方創生のトップランナーをめざす－」
の実現に向け、ほぼ完結した震災復旧・復興の成果の上に立ち、なお必
要な「心の復興」とともに、将来に向けた地方創生とＳＤＧｓを基調とし、
「産業の成長促進と働く場の確保」、「地域全体で次代を担う子どもたちを
支える学びと子育て環境の充実」、「安全・安心で誰もが快適に生き生き
と暮らせる市民協働の地域社会」の３つの基本理念の下、５つのまちづ
くりの方向性に沿って、各施策に全力で取り組んでいく。　本委員会に付託された令和４年度当初予算は６会計で３２５億９，６８８万１千円であ

り、うち一般会計２０２億２千万円、４特別会計９１億７，４６７万円、下水道事業会計
３２億２２１万１千円であった。審査は、費用対効果面、市民へのサービス度合い、将来
世代への負担の有無などの観点で行った。
　今回の予算は本市第２次総合計画後期基本計画実現のため、５つのまちづくりの方向性
に沿ったものであった。持続可能なまちづくり、企業誘致、道の駅事業の推進、震災の心
の復興、弱者にやさしい政策、教育環境の整備等々多岐に及ぶ施策である。２月２５日か
ら５日間、質疑事前通告３２４件の精力的な審査と６か所の現地調査の結果、特に留意す
べき事業案件１４件を付して原案のとおり可決すべきものと決した。

２ 財務常任委員会と各分科会による審査

▼所信表明を行う渥美市長

▲委員長報告を行う
　五野井財務委員長

新年度予算
「あなたはどの予算に注目しますか？」
どう使う？

審査の詳細は４～６ページをチェック！

３ 財務常任委員会委員長報告

P6 P5 P4

地域資源を
活用した

観光の振興

道の駅
整備事業

スケートボード
パーク整備に向けた

測量調査設計

毎年、2月の議会では、新しい年度の予算の
使いみちについて審議します！

「わたしたちの税金がどんなことに使われるのか」、
「本当に必要なお金なのか」をしっかり審議しています。

令和４年
第１回定例会

　令和４年第１回定例会は、
２月15日から３月８日までの
22日間の会期で行いました。
　新年度当初予算、新規条例、
人事案件等の審議が行われま
した。

●賛否が分かれた議案� １件
• 議案第 23 号　副市長の
選任につき同意を求めるこ
とについて（加藤慶太副市
長が令和４年３月３１日を
もって任期満了を迎えるこ
とから、引き続き同氏を副
市長として選任することに
ついて同意を求めるもの。）
賛成（〇）：   ７人　　
反対（×）：１０人

●議案等の上程件数�� 34 件
���＜内訳＞
当初予算　６件　2〜 6P
人事　　　５件　2，8P
補正予算　７件　8P
決議　　　１件　8P
条例　　　９件　9P
その他　　６件　

議会に上程された全ての議案の
議決結果については、市議会HP
に掲載しております。
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※小野幸男議長は採決に入りません。
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５つのまちづくりの方向性
①産業と活力のある
　　　　　住みたくなるまち
・基幹産業としての農林水産業の活
性化
・地域の資源を生かした観光の振興
・商工業振興・企業誘致と働く場の
確保
・移住・定住の促進

②子育てしやすく誰もが健康で
　　       安心して暮らせるまち
・子育て環境の充実
・高齢者・障がい者等への支援充実
・健康づくりの推進
・心の復興と地域コミュニティの充
実
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・子どもたちの可能性を広げ伸ばす
学力の向上
・地域と一体となった豊かな心の育
成と生涯学習の推進
・文化の継承と創造
・全世代にわたるスポーツの振興

⑤持続可能な行財政運営が図られ市民から信頼されるまち
・効率的で持続可能な行財政運営
・国・宮城県及び多様な主体との連携
・利便性の高い行政サービスの提供

④災害に強く安全で
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・災害に強いまちづくりの推進
・消防・交通安全・防犯体制の強化
・快適で美しい自然環境の形成と保全
・良好な住環境の整備
・安全で利便性の高い交通環境の充実

１ 令和４年度市政
執行について
市長が所信を表明

　渥美市長が「令和４年度市政執行についての所信」表明を行い、①本市
を取り巻く概況と対応②令和４年度の市政推進の基本的考え方と「まち
づくりの方向性」に沿った各取組について③重点プロジェクトの推進に
ついて④過疎地域の振興について⑤所信推進に向けての５項目について
述べた。

【令和４年度の市政推進の基本的考え方（一部抜粋）】
　令和４年度においては、重点プロジェクトの取組成果及びこれまでの
各施策の成果の上に立って、昨年度スタートした「東松島市第２次総合
計画後期基本計画」の取組を本格軌道に乗せ、計画実現にさらに邁進し
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　このため、当該基本計画でまちづくりの将来像として掲げた「住み続
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の実現に向け、ほぼ完結した震災復旧・復興の成果の上に立ち、なお必
要な「心の復興」とともに、将来に向けた地方創生とＳＤＧｓを基調とし、
「産業の成長促進と働く場の確保」、「地域全体で次代を担う子どもたちを
支える学びと子育て環境の充実」、「安全・安心で誰もが快適に生き生き
と暮らせる市民協働の地域社会」の３つの基本理念の下、５つのまちづ
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３２億２２１万１千円であった。審査は、費用対効果面、市民へのサービス度合い、将来
世代への負担の有無などの観点で行った。
　今回の予算は本市第２次総合計画後期基本計画実現のため、５つのまちづくりの方向性
に沿ったものであった。持続可能なまちづくり、企業誘致、道の駅事業の推進、震災の心
の復興、弱者にやさしい政策、教育環境の整備等々多岐に及ぶ施策である。２月２５日か
ら５日間、質疑事前通告３２４件の精力的な審査と６か所の現地調査の結果、特に留意す
べき事業案件１４件を付して原案のとおり可決すべきものと決した。

２ 財務常任委員会と各分科会による審査

▼所信表明を行う渥美市長

▲委員長報告を行う
　五野井財務委員長

新年度予算
「あなたはどの予算に注目しますか？」
どう使う？

審査の詳細は４～６ページをチェック！

３ 財務常任委員会委員長報告
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毎年、2月の議会では、新しい年度の予算の
使いみちについて審議します！

「わたしたちの税金がどんなことに使われるのか」、
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地域連携販売力強化施設等
実施設計業務委託料
分筆登記業務委託料
駐車場整備工事費

140万円
5,080万円

2,500万円

公用車維持管理事業 3,031万3千円

鷹来の森運動公園スケートボードパーク
測量調査設計業務委託料　   717万円

総務分科会民生教育分科会 概要　農水産物の販売・加工施設、
地元食材を提供する飲食施設等の
機能を有する道の駅を整備し、交
流人口の拡大、農水産物の販売・
促進により地域農業の活性化を図
るための予算。また、防災機能の
向上等を基本とした道の駅の駐車
場等を整備するための予算。

現地調査場所：道の駅開業予定地

内容：令和６年度開業に向け、道
の駅予定地、駐車場整備予定地及
び隣接する市道百合子線を確認。

概要　公用車の適正な維持管理を行うことで、公務利用時にお
ける安全な利用ができるようにするための予算。また、交通安
全ルールの遵守を啓発し、安全運転の徹底を図るための予算。

概要　スケートボードパーク整備に向けた
測量調査設計を行うための予算。

現地調査場所：スケートボードパーク整備
予定地（鷹来の森運動公園内仮設住宅跡地）

▲令和3年11月に日産自動車グループ
　４社と包括連携協定を締結。電気自動
　車は、災害時の電源確保も期待される。

▼スケートボードパーク整備予定地を現地調査

分科会の意見
　SDGs 未来都市に選定された本市が脱炭素化を加速させ
るため、公用車の更新時に電気自動車等のリースを検討す
るなど、経費面も含め長期的な計画を持って低炭素車を導
入していくべき。

審査の足跡
問　地球温暖化対策として公用
車の電気自動車への移行はいつ
から予定しているのか。
答　令和４年度以降の公用車更
新時期に合わせて、電気自動車
への移行を検討する。今後の方
針等については国の動きを見な
がら対応する。

定川清流化推進協議会活動補助金　6万円

概要　定川が水質汚濁防止法における環境基準値内となるよう、市民団体（定川清流化推進協議会）
による清掃活動を支援するための予算。

分科会の意見
　震災後の護岸整備やコロナ禍により市民団体の活動が難しくなっており、内水面及び護岸の
美化は管理者である宮城県と連携し、市民活動が困難な場合でも公的資金を導入するなど公害
防止策を推し進めていくべき。

審査の足跡
問　定川清流化推進協議会には、
どの地域の方々が参加しているか。
答　大塩、赤井、大曲地区の方々
が参加している。
問　令和４年度の活動内容は。
答　標語コンクールなどの通常事
業のほか、「定川周辺・クリーンＵ
Ｐウオーク事業」の開催に向けた
準備を進める年とする。

復興まちづくり推進員設置
業務委託料  1,650万円

概要　集団移転事業地域及びその周辺地域並
びに災害公営住宅内及び受け入れ地域で、市
民主体のまちづくりの醸成やコミュニティ形
成の推進を図るための予算。

分科会の意見
　事業範囲が集団移転団地２か所から市内全域へ拡大しており、業務量に対する人員不足が
懸念される。地域や住民が主体となるまちづくりに向けた体制整備を検討するべき。

審査の足跡
問　復興まちづくり推進員に資格は
必要か。
答　必要ない。
問　復興まちづくり推進員の令和４
年度の人数、活動内容、期待される
効果は。
答　一般社団法人「ひとまちネット」
へ委託し、３人の配置を予定してい
る。市内全域を対象とした地域コ
ミュニティの維持・活性化に向け、
市民の主体的なまちづくりを進めら
れることが効果として期待される。

審査の足跡
問　スケートボードパークの規模は。
答　面積は、1,000 ㎡以内とし、親子連れの初心者から中級程度まで使えるようにしたい。
また、整備費は、スポーツ振興くじ助成事業を見込み、ランニングコストにも考慮した施
設としたい。

◀
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
が

　企
画
し
た
地
区
自
治
会
役
員

　対
象
の
研
修
会（事業名：復興まちづくり推進員設置事業）

子どもの生活に関する実態調査業務委託料 354万2千円

分科会の意見
・子どもの貧困実態調査は、市民の意識を醸成したうえで行う等、回収率を
上げる調査手法を研究すべき。
・調査後の効果的な支援施策について、早期に考えるべき。

審査の足跡
問　子どもの生活に関する実態調査の
手法は。また、その調査項目は。
答　0 歳から 17 歳までの子ども及び
その保護者のうち 3,400 件を対象と
してアンケート調査を実施予定。調査
項目は、国が実施した「令和２年度子
供の生活状況調査」を参考に検討する。

審査の足跡
問　学力向上推進委員会の構成と具体的な
活動内容は。
答　各小中学校から校長の推薦を受けた教
員が１人ずつ、また、校長会から推薦を受
けた学校長１人の合計１２名で構成。委員
会を年４回開催し、各調査の結果分析と具
体的な授業改善策について協議し、各学校
において実践化を図っている。

（事業名：子ども子育て支援事業計画策定事業）

（事業名：社会体育施設維持管理運営事業）

（事業名：公害防止事業）

その他分科会からの意見（特に留意すべき事業案件）
ふるさと納税推進事業（1億8,246万円）→ふるさと納税返礼品の委託業者は、入札や事業提案型プロポーザルなど競争の原理を働かせる
方法を検討すべき。
都市施設整備事業（7,886万9千円）→実施にあたっては、矢本駅南北自由通路の整備だけではなく、将来的な矢本駅周辺の環境も見据え
公民連携（ＰＰＰ）により進めるべき。

その他分科会からの意見（特に留意すべき事業案件）
健康づくり推進事業（267万3千円）→健康ポイント制度のインセンティブ付与に関しては、物品等の協賛をいただける市内事業者を募集
する等検討すべき。
新型コロナウイルスワクチン接種事業（1億6,142万7千円）→県、保健所等との情報交換や調整を密にし、支援体制を構築すべき。　
社会教育推進事業（1,238万4千円）→石巻視聴覚センターの負担金や利用価値等について本来的な議論をすべき。
東日本大震災災害援護資金償還管理事業（1億957万円）→償還期限の延長について、国や県に粘り強く要望すべき。

分科会の意見
　スケートボードパークの設置に関し
ては、安全管理や維持管理に十分な配
慮を行うべき。

▲マナーに関するルールづくりを
　しっかり行い、若者を呼び込み、
　地域の活性化に期待。

概要　子どもの生活に関する実態調査を行い、現状分析と課題整理を行うための予算。

学力向上推進事業　1,130万9千円
概要　児童生徒の基礎学力の定着状況を確認しながら、個々の
学習課題に応じた指導が実践できるよう教員の指導力を高める
とともに、研修等を通した民間活力の導入により、教育活動の
充実を図るための予算。

分野ごとに議員が注目した、新年度の予算はこれ！分野ごとに議員が注目した、新年度の予算はこれ！みんなで考えよう、まちの予算のことみんなで考えよう、まちの予算のこと

道の駅整備事業

スケートボードパーク整備に向けた
測量調査設計
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地域連携販売力強化施設等
実施設計業務委託料
分筆登記業務委託料
駐車場整備工事費

140万円
5,080万円

2,500万円

公用車維持管理事業 3,031万3千円

鷹来の森運動公園スケートボードパーク
測量調査設計業務委託料　   717万円

総務分科会民生教育分科会 概要　農水産物の販売・加工施設、
地元食材を提供する飲食施設等の
機能を有する道の駅を整備し、交
流人口の拡大、農水産物の販売・
促進により地域農業の活性化を図
るための予算。また、防災機能の
向上等を基本とした道の駅の駐車
場等を整備するための予算。

現地調査場所：道の駅開業予定地

内容：令和６年度開業に向け、道
の駅予定地、駐車場整備予定地及
び隣接する市道百合子線を確認。

概要　公用車の適正な維持管理を行うことで、公務利用時にお
ける安全な利用ができるようにするための予算。また、交通安
全ルールの遵守を啓発し、安全運転の徹底を図るための予算。

概要　スケートボードパーク整備に向けた
測量調査設計を行うための予算。

現地調査場所：スケートボードパーク整備
予定地（鷹来の森運動公園内仮設住宅跡地）

▲令和3年11月に日産自動車グループ
　４社と包括連携協定を締結。電気自動
　車は、災害時の電源確保も期待される。

▼スケートボードパーク整備予定地を現地調査

分科会の意見
　SDGs 未来都市に選定された本市が脱炭素化を加速させ
るため、公用車の更新時に電気自動車等のリースを検討す
るなど、経費面も含め長期的な計画を持って低炭素車を導
入していくべき。

審査の足跡
問　地球温暖化対策として公用
車の電気自動車への移行はいつ
から予定しているのか。
答　令和４年度以降の公用車更
新時期に合わせて、電気自動車
への移行を検討する。今後の方
針等については国の動きを見な
がら対応する。

定川清流化推進協議会活動補助金　6万円

概要　定川が水質汚濁防止法における環境基準値内となるよう、市民団体（定川清流化推進協議会）
による清掃活動を支援するための予算。

分科会の意見
　震災後の護岸整備やコロナ禍により市民団体の活動が難しくなっており、内水面及び護岸の
美化は管理者である宮城県と連携し、市民活動が困難な場合でも公的資金を導入するなど公害
防止策を推し進めていくべき。

審査の足跡
問　定川清流化推進協議会には、
どの地域の方々が参加しているか。
答　大塩、赤井、大曲地区の方々
が参加している。
問　令和４年度の活動内容は。
答　標語コンクールなどの通常事
業のほか、「定川周辺・クリーンＵ
Ｐウオーク事業」の開催に向けた
準備を進める年とする。

復興まちづくり推進員設置
業務委託料  1,650万円

概要　集団移転事業地域及びその周辺地域並
びに災害公営住宅内及び受け入れ地域で、市
民主体のまちづくりの醸成やコミュニティ形
成の推進を図るための予算。

分科会の意見
　事業範囲が集団移転団地２か所から市内全域へ拡大しており、業務量に対する人員不足が
懸念される。地域や住民が主体となるまちづくりに向けた体制整備を検討するべき。

審査の足跡
問　復興まちづくり推進員に資格は
必要か。
答　必要ない。
問　復興まちづくり推進員の令和４
年度の人数、活動内容、期待される
効果は。
答　一般社団法人「ひとまちネット」
へ委託し、３人の配置を予定してい
る。市内全域を対象とした地域コ
ミュニティの維持・活性化に向け、
市民の主体的なまちづくりを進めら
れることが効果として期待される。

審査の足跡
問　スケートボードパークの規模は。
答　面積は、1,000 ㎡以内とし、親子連れの初心者から中級程度まで使えるようにしたい。
また、整備費は、スポーツ振興くじ助成事業を見込み、ランニングコストにも考慮した施
設としたい。
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子どもの生活に関する実態調査業務委託料 354万2千円

分科会の意見
・子どもの貧困実態調査は、市民の意識を醸成したうえで行う等、回収率を
上げる調査手法を研究すべき。
・調査後の効果的な支援施策について、早期に考えるべき。

審査の足跡
問　子どもの生活に関する実態調査の
手法は。また、その調査項目は。
答　0 歳から 17 歳までの子ども及び
その保護者のうち 3,400 件を対象と
してアンケート調査を実施予定。調査
項目は、国が実施した「令和２年度子
供の生活状況調査」を参考に検討する。

審査の足跡
問　学力向上推進委員会の構成と具体的な
活動内容は。
答　各小中学校から校長の推薦を受けた教
員が１人ずつ、また、校長会から推薦を受
けた学校長１人の合計１２名で構成。委員
会を年４回開催し、各調査の結果分析と具
体的な授業改善策について協議し、各学校
において実践化を図っている。

（事業名：子ども子育て支援事業計画策定事業）

（事業名：社会体育施設維持管理運営事業）

（事業名：公害防止事業）

その他分科会からの意見（特に留意すべき事業案件）
ふるさと納税推進事業（1億8,246万円）→ふるさと納税返礼品の委託業者は、入札や事業提案型プロポーザルなど競争の原理を働かせる
方法を検討すべき。
都市施設整備事業（7,886万9千円）→実施にあたっては、矢本駅南北自由通路の整備だけではなく、将来的な矢本駅周辺の環境も見据え
公民連携（ＰＰＰ）により進めるべき。

その他分科会からの意見（特に留意すべき事業案件）
健康づくり推進事業（267万3千円）→健康ポイント制度のインセンティブ付与に関しては、物品等の協賛をいただける市内事業者を募集
する等検討すべき。
新型コロナウイルスワクチン接種事業（1億6,142万7千円）→県、保健所等との情報交換や調整を密にし、支援体制を構築すべき。　
社会教育推進事業（1,238万4千円）→石巻視聴覚センターの負担金や利用価値等について本来的な議論をすべき。
東日本大震災災害援護資金償還管理事業（1億957万円）→償還期限の延長について、国や県に粘り強く要望すべき。

分科会の意見
　スケートボードパークの設置に関し
ては、安全管理や維持管理に十分な配
慮を行うべき。

▲マナーに関するルールづくりを
　しっかり行い、若者を呼び込み、
　地域の活性化に期待。

概要　子どもの生活に関する実態調査を行い、現状分析と課題整理を行うための予算。

学力向上推進事業　1,130万9千円
概要　児童生徒の基礎学力の定着状況を確認しながら、個々の
学習課題に応じた指導が実践できるよう教員の指導力を高める
とともに、研修等を通した民間活力の導入により、教育活動の
充実を図るための予算。

分野ごとに議員が注目した、新年度の予算はこれ！分野ごとに議員が注目した、新年度の予算はこれ！みんなで考えよう、まちの予算のことみんなで考えよう、まちの予算のこと

道の駅整備事業

スケートボードパーク整備に向けた
測量調査設計
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その他分科会からの意見（特に留意すべき事業案件）
農業後継者支援事業（1,170万円）→後継者及び新規就農者の確保のため支援策を強化し、担い手を確保すべき。
危険ブロック塀等除去事業（475万円）→スクールゾーン半径 500ｍ内の危険ブロック塀について、所有者に対して除去を促し、安全対
策を推進すべき。　

産業建設分科会
野蒜海岸ビーチスポーツ
環境整備業務委託料
       300万円

概要　本市の観光振興事業に市民の意
見、提言等を反映し官民一体となった
取組の推進、各団体等が実施する観光
事業への支援を行うための予算。令和
４年度は、野蒜海水浴場の整備、ビー
チバレー・ビーチテニスコートの整備、
海水浴場運営支援等を行う。

（事業名：観光物産振興事業）

▲ビーチバレー・ビーチテニスコート整備に向けた設置位置確認のため現地調査

▲下浦住宅3号棟

審査の足跡
問　ビーチバレー・ビーチテニス
コートの整備位置は。
答　野蒜海岸駐車場の向かい側付近
を予定している。具体的な位置は今
後検討する。
問　使用料は。
答　無料となる見込み。

下浦住宅３号棟大規模改修工事費　3億4,300万円
下浦住宅入居者移転業務委託料　  1,444万7千円

概要　低所得者等に対し、低廉な家賃で市営住
宅の提供を行い、市民生活の安定と社会福祉の
増進を図るための予算。　

審査の足跡
問　市営住宅管理の直営管理（指定管理併用方
式）とは。
答　市営住宅は、全て令和３年４月から指定管
理者へ管理を委託しているが、使用料の決定、
徴収行為、行政財産の目的外使用許可等は、指
定管理者へ委託することができないことから、
直営で行っている。
問　下浦住宅入居者移転業務の内容は。
答　令和５年度に大規模改修工事を予定してい
る下浦住宅１号棟と令和３年度に大規模改修が
完了する下浦住宅２号棟の入居者に対し、移転
費用、移転補償及び電話移転料を負担する。

（事業名：市営住宅管理事業）

公共下水道（汚水）大曲処理分区管渠工事
1億2,543万8千円

概要　下水道施設の適正な管理や整備、健全経営等を実施することで、下水道
サービスを安定供給し、水質の保全と居住環境の改善を図るための予算。

審査の足跡
問　工事の内容は。
答　歩道に埋設物があるため、車道を最深３ｍ程度で
汚水管を敷設する。約３０ｍスパン毎に立坑を設置し
工事を進める。
問　国道４５号の車道内での工事となる。日中の交通
量等を鑑み、夜間工事を検討しているのか。
答　基本的には昼間の工事で検討している。道路管理
者である国土交通省と協議し、判断する。

（事業名：下水道運営事業（東松島市下水道事業会計汚水補助金）

地域資源を活用した
観光の振興

ネット越しにボールを空中で撃ち合うスポーツ。
テニスとバドミントンを融合させたようなスポーツです。ビーチテニスって？

子どもや
初心者でも
楽しめます！
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辺
の

海
洋
調
査
や
砂
浜
清
掃
等

を
行
い
、
運
営
主
体
と
連

携
し
開
設
・
運
営
す
る
。

ま
た
、
隣
接
エ
リ
ア
に

ビ
ー
チ
テ
ニ
ス
・
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
兼
用
コ
ー
ト
８
面

を
整
備
す
る
。

問　

子
育
て
支
援
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
と
は
。

答　
私
立
保
育
園
誘
致
に

よ
る
午
後
８
時
ま
で
の
延

長
保
育
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
午
後
７
時
ま
で
の

延
長
な
ど
を
継
続
。
ま
た
、

出
産
後
の
ケ
ア
体
制
を
強

化
す
る
。

問　
各
種
検
診
の
受
診
率

向
上
対
策
は
。

答　
受
診
検
査
料
の
負
担

軽
減
、
受
診
状
況
や
未
受

診
理
由
等
の
調
査
・
分
析

略
は
、
㈱
奥
松
島
公
社
職

員
の
参
加
で
検
討
と
具
現

化
に
努
め
る
。

問　
令
和
４
年
度
の
産
業

用
地
整
備
事
業
の
内
容
は
。

答　
29
か
所
を
事
前
調
査

し
た
上
で
、
６
か
所
を
適

地
候
補
地
に
選
定
し
た
。

今
年
度
末
ま
で
基
本
計
画

を
作
成
し
、
令
和
４
年
度

は
優
先
順
位
を
定
め
、
手

法
や
予
算
化
を
検
討
す
る
。

問　
Ｊ
Ｒ
矢
本
駅
南
北
通

路
整
備
事
業
の
進
捗
目
標

は
。

答　
令
和
４
年
１

月
末
に
提
出
さ
れ

た
調
査
報
告
書
に

基
づ
き
、
方
針
を

ま
と
め
る
。
東
日

本
旅
客
鉄
道
㈱
と

調
整
、
国
土
交
通

省
と
の
交
付
金
確

保
に
係
る
協
議
等

を
進
め
、
基
本
設

計
に
係
る
同
社
と

の
協
定
締
結
を
目

指
す
。

問　
学
力
向
上
に

つ
な
が
る
支
援
員

の
増
員
は
。

を
行
い
、
受
診
率
の
向
上

に
努
め
る
。

問　
消
防
・
防
災
体
制
の

整
備
内
容
は
。

答　
消
防
水
利
標
識
、
防

災
行
政
無
線
操
作
卓
及
び

備
蓄
品
を
更
新
す
る
。
大

塩
小
学
校
北
側
の
砂
防
堰

堤
工
事
は
、
県
が
令
和
４

年
１
月
か
ら
着
手
し
て
い

る
。

問　
総
合
防
災
マ
ッ
プ
と

は
。

答　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
、
内
水

ハ
ザ
ー
ド
、
た
め

池
ハ
ザ
ー
ド
や
避

難
所
情
報
な
ど
を

地
域
毎
に
ま
と
め

全
戸
配
布
す
る
。

問　
庁
用
車
の
Ｅ

Ｖ
化
や
充
電
施
設

の
整
備
は
。

答　
国
の
動
向
を

踏
ま
え
、
庁
用
車

更
新
時
期
に
行
う
。

問　
防
災
集
団
移

転
団
地
の
借
地
払

い
下
げ
の
見
込
み

は
。

答　
買
い
取
り
希

答　
算
数
・
数
学
科
の
教

科
教
育
指
導
員
を
１
人
増

員
し
３
人
体
制
に
す
る
。

小
学
校
担
当
を
２
人
、
中

学
校
担
当
を
１
人
と
し
、

週
単
位
で
担
当
校
を
巡
回

す
る
。
少
人
数
に
分
け
て

の
指
導
や
放
課
後
の
個
別

指
導
も
行
う
。
特
別
支
援

教
育
支
援
員
は
、
２
人
増

の
30
人
体
制
で
、
一
人
一

人
の
特
性
に
応
じ
た
支
援

に
努
め
、
確
か
な
学
力
を

育
む
。

望
者
は
全
体
の
33
％
で
あ

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
順

次
売
り
払
う
。

問　
蔵
王
町
と
の
交
流
は
。

答　
３
月
中
に
友
好
都
市

提
携
盟
約
を
締
結
予
定
で

あ
り
、
子
ど
も
交
流
、
災

害
時
の
相
互
支
援
、
産
業

分
野
の
交
流
を
想
定
し
て

い
る
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
効
果

的
活
用
は
。

答　
各
教
科
授
業
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
等
に
効
果
的

に
活
用
し
て
い
る
。

その他分科会からの意見（特に留意すべき事業案件）
農業後継者支援事業（1,170万円）→後継者及び新規就農者の確保のため支援策を強化し、担い手を確保すべき。
危険ブロック塀等除去事業（475万円）→スクールゾーン半径 500ｍ内の危険ブロック塀について、所有者に対して除去を促し、安全対
策を推進すべき。　

産業建設分科会
野蒜海岸ビーチスポーツ
環境整備業務委託料
       300万円

概要　本市の観光振興事業に市民の意
見、提言等を反映し官民一体となった
取組の推進、各団体等が実施する観光
事業への支援を行うための予算。令和
４年度は、野蒜海水浴場の整備、ビー
チバレー・ビーチテニスコートの整備、
海水浴場運営支援等を行う。

（事業名：観光物産振興事業）

▲ビーチバレー・ビーチテニスコート整備に向けた設置位置確認のため現地調査

▲下浦住宅3号棟

審査の足跡
問　ビーチバレー・ビーチテニス
コートの整備位置は。
答　野蒜海岸駐車場の向かい側付近
を予定している。具体的な位置は今
後検討する。
問　使用料は。
答　無料となる見込み。

下浦住宅３号棟大規模改修工事費　3億4,300万円
下浦住宅入居者移転業務委託料　  1,444万7千円

概要　低所得者等に対し、低廉な家賃で市営住
宅の提供を行い、市民生活の安定と社会福祉の
増進を図るための予算。　

審査の足跡
問　市営住宅管理の直営管理（指定管理併用方
式）とは。
答　市営住宅は、全て令和３年４月から指定管
理者へ管理を委託しているが、使用料の決定、
徴収行為、行政財産の目的外使用許可等は、指
定管理者へ委託することができないことから、
直営で行っている。
問　下浦住宅入居者移転業務の内容は。
答　令和５年度に大規模改修工事を予定してい
る下浦住宅１号棟と令和３年度に大規模改修が
完了する下浦住宅２号棟の入居者に対し、移転
費用、移転補償及び電話移転料を負担する。

（事業名：市営住宅管理事業）

公共下水道（汚水）大曲処理分区管渠工事
1億2,543万8千円

概要　下水道施設の適正な管理や整備、健全経営等を実施することで、下水道
サービスを安定供給し、水質の保全と居住環境の改善を図るための予算。

審査の足跡
問　工事の内容は。
答　歩道に埋設物があるため、車道を最深３ｍ程度で
汚水管を敷設する。約３０ｍスパン毎に立坑を設置し
工事を進める。
問　国道４５号の車道内での工事となる。日中の交通
量等を鑑み、夜間工事を検討しているのか。
答　基本的には昼間の工事で検討している。道路管理
者である国土交通省と協議し、判断する。

（事業名：下水道運営事業（東松島市下水道事業会計汚水補助金）

地域資源を活用した
観光の振興

ネット越しにボールを空中で撃ち合うスポーツ。
テニスとバドミントンを融合させたようなスポーツです。ビーチテニスって？

子どもや
初心者でも
楽しめます！

会派代表質問 各会派代表議員が市長の所信表明に対する質問を
行いました。ここでは、質問および答弁の内容を
Ｑ & Ａ方式で紹介します。

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
問
う

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う

松桜会　代表

清新会　代表

小野　惠章 議員

阿部　勝德 議員

▲道の駅開業に向け整備中の市道百合子線

▲更新予定の防災行政無線操作卓

7 令和４年５月1日発行　東松島市議会だより　No.64

会 派 代 表 質 問



問　
新
型
コ
ロ
ナ
（
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
）
の
感
染
が
拡

大
す
る
中
、
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
が
全
国
的

に
低
迷
し
て
い
る
。
本
市

の
対
応
は
。

答　
65
歳
以
上
は
３
月
末

ま
で
、
64
歳
以
下
18
歳
以

上
は
５
月
末
ま
で
の
完
了

を
目
指
す
。
ま
た
、
交
互

接
種
へ
の
不
安
や
抵
抗
感

を
解
消
す
る
た
め
、
モ
デ

ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

や
安
全
性
を
市
報
等
で
周

知
す
る
。

問　
11
歳
以
下
５
歳
以
上

の
小
児
接
種
の
体
制
は
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

保
護
者
の
不
安
解
消
の
た

め
、
本
市
や
石
巻
市
の
小

児
科
専
門
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
と
石
巻
赤
十
字

病
院
で
の
集
団
接
種
で
対

応
す
る
。

問　
県
の
実
態
調
査
で
本

市
に
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
存
在
が
判
明
し
た
が
対

処
は
。

答　
今
後
、
さ
ら
に
調
査

を
進
め
、
関
係
者
間
で
支

援
の
方
向
性
や
役
割
を
確

認
し
、
連
携
し
な
が
ら
対

処
す
る
。

問　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
等
へ
の
配
食
サ
ー
ビ

都
市
計
画
区
域
及
び
用

途
区
分
調
整（
土
地
利

用
調
整
）事
業（
大
規
模

盛
土
造
成
地
危
険
度
判

定
調
査
業
務
委
託
料
）

（
５
，０
５
３
万
5
千
円
増
）

問　
危
険
度
判
定
予
定

地
と
調
査
内
容
は
。
ま

た
、
地
元
に
対
し
て
の

説
明
は
。

答　
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ

る
詳
細
調
査
を
グ
リ
ー

ン
タ
ウ
ン
と
小
松
台
で

予
定
し
て
い
る
。
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
関
係

企
業
等
に
説
明
を
予
定

し
て
い
る
。

小
学
校
施
設
整
備
事
業

（
建
築
）（
赤
井
南
小
学

校
防
音
工
事
）

�

（
１
億
７
０
０
万
円
減
）

問　
大
幅
な
減
額
理
由

は
。

答　
工
事
費
確
定
に
よ

る
減
額
。
過
去
の
実
績

に
基
づ
き
変
更
増
を
見

ス
事
業
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
。

答　
調
理
が
困
難
な
方
を

対
象
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
届
け
、
生

活
支
援
と
日
々
の
安
否
確

認
の
た
め
、
早
急
に
取
り

組
む
事
業
と
捉
え
て
い
る
。

早
期
に
事
業
開
始
に
向
け

準
備
を
進
め
る
。

問　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

パ
ー
ク
整
備
に
向
け
た
設

計
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

答　
１
，０
０
０
㎡
程
度
の

規
模
で
初
心
者
か
ら
中
級

者
程
度
ま
で
幅
広
く
利
用

可
能
な
汎
用
性
の
高
い
施

設
を
目
指
す
。
設
計
は
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

問　
本
市
は
女
川
地
域
の

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区

域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
内
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
防

護
措
置
の
た
め
の
財
源
措

置
を
国
・
県
に
働
き
か
け

る
べ
き
。

答　
財
源
確
保
の
た
め
、

各
種
交
付
金
等
の
対
象
適

用
区
域
の
拡
大
要
望
を
続

け
る
。

込
ん
だ
予
算
を
計
上
し

て
い
た
。

道
路
新
設
改
良
事
業

（
赤
井
堀
西
４
号
線
改

良
舗
装
工
事
）

�（
３
，９
７
９
万
9
千
円
増
）

問　
経
費
の
組
換
え
に

よ
り
工
事
を
実
施
す
る

理
由
は
。

答　
道
路
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
有

明
地
区
か
ら
赤
井
堀
の

堤
防
に
乗
り
入
れ
で
き

る
よ
う
に
計
画
を
見
直

す
。

柳
の
目
地
区
産
業
用
地

（
北
工
区
宅
地
）
造
成

事
業
（
電
柱
等
移
設
補

償
金
）

（
１
，３
０
８
万
５
千
円
減
）

問　
減
額
の
理
由
は
。

答　
立
地
企
業
と
道
路

管
理
者
で
協
議
し
、
移

設
が
必
要
な
く
な
っ
た

も
の
。

市
政
執
行
の
方
向
性
を
問
う

自公・清風　代表
土井　光正 議員

▲待ち望むスケートボードパーク

▲厚生労働省 HP から

一
般
会
計

�

13
億
３
，
１
０
０
万
円
を
追
加

質
疑
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

3
月
補
正
予
算

人事に関する議案
教育長の選任

　現教育長の志小田美弘氏を選任することに
全会一致で同意しました。　　　
　任期は、令和７年５月までの３年間です。

教育委員会委員の選任
　現教育委員会委員の松岡勝久氏を選任する
ことに同意しました。
　任期は、令和８年５月までの４年間です。

人権擁護委員の推薦
　現人権擁護委員の佐々木松子氏を法務大臣
へ推薦することに同意しました。また、木村聖
実子氏を新たに推薦することも同意しました。

　本市議会は、国際秩序を脅かすロシア連邦によるウクライナへの軍
事侵攻に断固として抗議するとともに、日本政府へ在留邦人の安全確
保に万全を尽くし、国際社会と緊密に連携しながら無条件かつ完全な
ロシア軍の即時撤退を要求するよう、強く求める決議を全会一致で可
決しました。

「ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻
に抗議し即時撤退を求める決議」
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議
案
第
３
号
（
審
査
：
総
務
常
任
委
員
会
）

東
松
島
市
移
住
定
住
促
進
施
設
設
置
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
（
審
査
：
民
生
教
育
常
任
委
員
会
）

東
松
島
市
子
ど
も
の
笑
顔
と
生
き
る
力
を
育
む
基
本
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
５
号
（
審
査
：
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

東
松
島
市
奥
松
島
浮
桟
橋
船
舶
乗
場
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
25
号
（
審
査
：
総
務
常
任
委
員
会
）

東
松
島
市
と
蔵
王
町
と
の
友
好
都
市
提
携
盟

約
の
締
結
に
つ
い
て

概
要　
旧
鳴
瀬
町
地
域
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
、
鳴
瀬
桜
華
小
学
校
の
旧
校

舎
を
活
用
し
整
備
し
た
移
住
定
住
促
進
施
設
が
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
供
用
開

始
す
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
名
称
、
位
置
、
所
要
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

審
議
の
足
跡

問　
移
住
定
住
促
進
施
設
は
、
団
体
利
用
と
一
般
利
用
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

24
時
間
体
制
で
の
管
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
条
例
制
定
後
、
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
を
定
め
、
４
月
の
供
用
開
始
に
遺

漏
が
な
い
よ
う
運
営
体
制
を
整
え
る
。

問　
一
般
利
用
の
使
用
料
一
人
当
た
り
日
額
４
０
０
円
に
光
熱
水
費
は
含
ま
れ
て

い
る
が
、
団
体
利
用
の
光
熱
水
費
の
取
扱
い
は
。

答　
団
体
利
用
は
実
費
徴
収
と
す
る
。
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
に
徴
収
方
法
を

明
記
し
た
い
。

概
要　
地
域
社
会
の
将
来
を
担
う
構
成
員
で
あ
る
子
ど
も
を
中
心
に
置
き
、
そ
の
笑
顔
と
生
き

る
力
を
育
み
、
か
つ
、
市
民
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

を
図
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の
基
本
事
項
を
定
め
る
も
の
。

審
議
の
足
跡　

問　
条
例
の
特
徴
は
。

答　
子
ど
も
の
笑
顔
は
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
る
ま
ち
の
象
徴
と
捉
え
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
思
い
を
込
め
た
名
称
と
し
た
。
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
・
子
育
て
を
応
援
す

る
た
め
に
役
割
を
定
め
た
理
念
条
例
で
あ
る
。
条
例
の
基
本
理
念
は
、
国
連
の
「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」
や
「
児
童
福
祉
法
」
を
踏
ま
え
作
成
し
た
。

問　
本
条
例
を
、
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
簡
単
な
文
言
に
し
て
周
知
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

答　
簡
単
な
解
説
書
的
な
も
の
を
作
成
し
、
子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
皆
様
に
周
知
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。

概
要　
両
市
町
に
宮
城
県
の「
自
然
の
家
」が
所
在
す
る
こ
と
か
ら
、

相
互
理
解
と
発
展
に
向
け
、
友
好
都
市
提
携
盟
約
を
締
結
す
る
も

の
。
ま
た
、
盟
約
締
結
後
、
子
ど
も
交
流
の
ほ
か
、
災
害
時
の
相

互
支
援
、
観
光
等
の
産
業
分
野
の
交
流
も
考
え
て
い
る
。

審
議
の
足
跡　

問　
令
和
６
年
完
成
予
定
の
本
市
の
「
道
の
駅
」
に
蔵
王
町
の
特

産
品
で
あ
る
チ
ー
ズ
、
卵
、
梨
、
桃
等
を
販
売
す
る
考
え
は
。

答　
検
討
す
る
。

問　
令
和
の
果
樹
の
花
里
づ
く
り
事
業
の
中
に
蔵
王
町
の
特
産
品

で
あ
る
梨
、
リ
ン
ゴ
、
桃
等
を
植
栽
し
、
技
術
指
導
を
受
け
る
等

の
協
力
を
い
た
だ
く
考
え
は
。

答　
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

概
要　
奥
松
島
船
舶
離
発
着
施
設
整
備
事
業
と
し
て
宮
戸
地
区
復

興
再
生
多
目
的
施
設
（
あ
お
み
な
）
西
側
に
整
備
を
進
め
て
い
る

浮
桟
橋
船
舶
乗
場
に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
護
岸
工
事
が
完
了
次
第

供
用
を
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
公
の
施
設
と
し
て
位
置
付

け
、
名
称
、
位
置
、
利
用
者
の
範
囲
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

審
議
の
足
跡　

問　
浮
桟
橋
と
護
岸
周
辺
の
釣
り
人
の
ル
ー
ル
づ
く
り
は
。

答　
浮
桟
橋
で
の
釣
り
は
禁
止
と
す
る
。
護
岸
で
釣
り
を
す
る
方

に
は
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
注
意
喚
起
等
の
看
板
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
浮
桟
橋
と
周
辺
の
安
全
管
理
の
手
法
は
。

答　
連
絡
橋
入
口
付
近
に
チ
ェ
ー
ン
等
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
応

を
考
え
て
い
る
。

常任委員会付託議案、原案可決

▲旧鳴瀬桜華小学校現地調査

▲完成した奥松島浮桟橋船舶乗場

分野ごとに設置して
いる委員会で細やか
に審査！
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五野井敏夫 議員

問答

令
和
４
年
度
の
地
域
活
性
化
策
を
問
う

各
分
野
で
活
性
化
策
を
策
定
し
て
い
る

性
化
策
は
。

答　
最
大
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
職
員
資

質
の
向
上
が
重
要
と
考
え
、

新
規
採
用
職
員
研
修
、
各
種

研
修
会
へ
の
派
遣
、
職
員
表

彰
制
度
や
業
務
改
善
提
案
制

度
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

で
の
活
性
化
策
は
。

答　
教
育
活
動
は
地
域
連
携

や
地
域
貢
献
を
大
事
に
し
取

り
組
む
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は

東
北
・
全
国
大
会
や
大
学
等

の
合
宿
を
誘
致
す
る
。

２
件
目

問　
市
道
の
維
持
管
理
は
。

答　
毎
月
２
回
巡
回
し
、
軽

度
の
劣
化
は
市
職
員
が
速
や

か
に
対
応
、
重
度
の
劣
化
は

10
日
程
度
で
業
者
が
補
修
。

市
内
の
26
業
者
と
業
務
契
約

を
締
結
し
、
積
雪
５
㎝
以
上

で
除
雪
・
融
雪
剤
散
布
を
実

施
し
て
い
る
。
融
雪
剤
は
各

ま
ち
協
へ
も
配
布
し
て
い
る
。

１
件
目

問　
商
工
業
、
農
漁
業
等
の

地
域
活
性
化
策
は
。

答　
商
工
業
は
商
工
業
振
興
、

企
業
誘
致
と
働
く
場
の
確

保
、
新
設
・
増
設
企
業
の
支

援
、
農
漁
業
は
生
産
基
盤
整

備
、
担
い
手
及
び
人
材
育
成
、

販
路
拡
大
を
進
め
る
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く

り
の
活
性
化
策
は
。

答　
地
域
自
治
組
織
・
地
区

自
治
会
の
行
事
を
支
援
す
る
。

問　
観
光
面
や
他
地
域
と
の

交
流
の
観
点
の
活
性
化
策
は
。

答　

積
極
的
な
情
報
発
信
、

観
光
関
係
者
の
研
修
、
教
育

旅
行
等
の
誘
致
、
航
空
祭
の

開
催
、
野
蒜
海
岸
で
の
ビ
ー

チ
ス
ポ
ー
ツ
の
創
出
、
オ
ル

レ
奥
松
島
コ
ー
ス
で
の
観
光

客
誘
致
に
努
め
る
。

問　
市
職
員
の
仕
事
面
の
活

▲市民の税金を市民のために還元し、生活力向上に！

１　令和４年度の本市の地域活性化策を問う
２　市道の維持管理について

議会中継は
こちら

１　産業と活力のある住みたくなるまち 過疎債を活用した地域振興策について　　　 　 　石森 P11

令和４年度の本市の地域活性化策を問う　　 　 五野井 P10 各市立学校の今後の環境整備について　　　　  　齋藤 P12

今後の観光戦略を問う　　　　　　　　　　　  　大橋 P11 埋蔵文化財の一元管理施設の早期建設を　　  　　齋藤 P12

深谷西地区県営ほ場整備事業について　　　　  　齋藤 P12 作田浦自治会集会所の整備について　　　　 　 　櫻井 P13

東松島市のブランドのあり方を問う　　　　　  　千葉 P12 起業家教育について　　　　　　　　　　　 　　 櫻井 P13

本市の農業振興施策について伺う 浅野 P14 学力向上施策について問う　　　　　　　　   　 井出 P14

農村政策について問う 阿部（秀）P15 学校を中心とした地域活性化、コミュニティ・スクールの更なる
可能性について伺う　　　　　　　　　 　浅野 P14

２　子育てしやすく誰もが健康で安心して暮らせるまち ４　災害に強く安全で快適で美しいまち

新型コロナウイルス感染症対策について 石森 P11 市道の維持管理について 　　　　　　　　 　　五野井 P10

学校健診後の治療について  長谷川 P13 赤井地域の市街化区域の拡大について　　　  　　千葉 P12

加齢性難聴者の補聴器購入助成について　  長谷川 P13 犯罪被害者等基本法による支援に関する本市の対応を問う
 櫻井 P13

本市の切れ目のない子ども関連施策について伺う 浅野 P14 防衛関連交付金等の活用について問う　　　 　 　井出 P14

３　次世代を担う人材を育む学びと文化・スポーツのまち 定川堤防の周回について　　　　　　　　  　阿部（秀）P15

奥松島運動公園マレットゴルフ場の運営状況を問う 大橋 P11 プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律の４月施行に
向けた本市の取組を問う　　　 　 　手代木 P15

東松島市第２次総合計画後期基本計画まちづくりの方向性別目次

※質問した議員が責任をもって原稿を作成しています。

10令和４年５月1日発行　東松島市議会だより　No.64

11議員が市政をただす 一般質問は、議員が本市の
一般事務に関する質問を
行ったり、政策提言を行い
ます。



▲東松島市の豊かな観光資源

完
全
に
停
滞
し
て
い
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
コ
ロ
ナ
禍
は

終
息
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
後
の
戦
略
を
早
期
に
議
論

す
べ
き
と
考
え
、
以
下
の
５

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
観
光
分
野
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
役
で
あ
る
東
松
島
市
観

光
物
産
協
会
の
あ
り
方

②
㈱
奥
松
島
公
社
の
経
営
戦

略
に
つ
い
て

③
令
和
の
果
樹
の
花
里
づ
く

答　
過
疎
債
は
、
全
国
枠
が

あ
り
、
県
及
び
国
の
審
査
を

受
け
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し

も
要
望
ど
お
り
の
額
に
は
な

ら
な
い
。
本
市
で
は
、
過
疎

地
域
の
振
興
に
不
可
欠
な
人

口
の
維
持
確
保
に
係
る
事
業

を
中
心
に
選
定
し
、
有
効
な

活
用
を
図
る
。
ま
た
、
過
疎

債
確
保
に
つ
い
て
は
、
全
力

で
取
り
組
む
。

問　
奥
松
島
運
動
公
園
に
ナ

り
の
観
光
資
源
に
つ
い
て

④
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
設

置
し
て
は
ど
う
か

⑤
松
島
湾
ダ
ー
ラ
ン
ド
構
想

の
中
で
の
東
松
島
の
存
在
感

答　
①
②
観
光
物
産
振
興
体

制
の
一
本
化
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
効
率
的
な
観

光
推
進
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４

年
４
月
１
日
に
㈱
奥
松
島
公

社
に
東
松
島
市
観
光
物
産
協

会
を
統
合
し
、
新
た
に
㈱
東

松
島
観
光
物
産
公
社
と
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
。

③
花
見
や
果
樹
収
穫
を
体
験

で
き
る
観
光
農
園
と
し
て
整

備
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

よ
る
地
域
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る
。
ま
た
、
様
々
な
観
光

の
取
組
と
も
連
携
し
、
誘
客

の
促
進
に
向
け
た
観
光
資
源

と
し
て
活
用
を
図
る
。

④
本
市
が
主
体
と
な
っ
て
の

設
置
は
難
し
い
と
考
え
る
。

⑤
宮
城
オ
ル
レ
奥
松
島
コ
ー

ス
、
嵯
峨
渓
遊
覧
、
里
浜
貝

塚
、
松
島
自
然
の
家
等
の
魅

力
を
発
信
し
な
が
ら
存
在
感

を
示
す
。

イ
タ
ー
設
備
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答　
過
疎
債
を
活
用
し
、
令

和
４
年
度
か
ら
整
備
す
る
。

問　
小
野
地
区
、
牛
網
地
区

学
習
等
供
用
施
設
の
駐
車
場

の
拡
張
は
。

答　
小
野
地
区
学
習
等
供
用

施
設
は
、
過
疎
債
を
活
用
し
、

早
期
に
整
備
を
進
め
る
。
牛

網
地
区
は
、
利
用
状
況
の
推

移
等
を
見
守
る
。

石森　晃寿 議員

大橋　博之 議員

問　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
目
指
し
、
鋭
意
努
力

し
て
い
た
中
、
世
界
的
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
観
光
分
野
は

１
件
目

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
２
回
目
、
３
回
目
の
接
種

状
況
と
終
了
見
込
は
。

答　
２
回
目
ま
で
の
接
種
率

は
、
91
．
２
％
、
３
回
目
の

接
種
率
は
、
８
．
４
％
、
３

回
目
の
接
種
終
了
は
、
６
月

末
を
見
込
む
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
陽
性
者
の
濃
厚
接
触

者
の
自
宅
待
機
に
対
す
る
支

援
策
は
。

答　
水
や
食
料
品
な
ど
の
生

活
必
需
品
を
早
急
に
配
布
す

る
。

２
件
目

問　
昨
年
、
４
月
に
旧
鳴
瀬

町
地
域
が
過
疎
地
域
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
過
疎

債
を
活
用
で
き
る
。
過
疎
債

に
対
す
る
認
識
と
過
疎
債
確

保
の
決
意
は
。

問

問

答

答

今
後
の
観
光
戦
略
を
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

効
率
的
な
観
光
推
進
を
構
築
す
る

濃
厚
接
触
者
の
自
宅
待
機
市
民
を
支
援

▲濃厚接触者の自宅待機市民を支援する生活物資

1　今後の観光戦略を問う
2　奥松島運動公園マレットゴルフ場の運営状況を問う

1　新型コロナウイルス感染症対策について
2　過疎債を活用した地域振興策について

令和４年５月1日発行　東松島市議会だより　No.6411

一 般 質 問



１　赤井地域の市街化区域の拡大について
２　東松島市のブランドのあり方を問う

▲２つの国指定史跡を抱える自治体に相応しい資料館を

事
業
採
択
後
、
令
和
５
年
度

か
ら
工
事
に
着
手
し
、
令
和

12
年
度
に
事
業
完
了
予
定
。

事
業
費
の
地
元
負
担
軽
減
に

は
農
地
集
積
・
集
約
化
の
目

標
達
成
が
必
要
。
地
域
と
関

係
機
関
で
協
力
し
て
進
め
る
。

問　
本
事
業
に
係
る
道
路
の

延
伸
、
拡
幅
の
進
め
方
は
。

答　
県
と
協
議
し
、
工
程
等

の
調
整
を
進
め
る
。

２
件
目

問　
各
小
中
学
校
の
今
後
の

環
境
整
備
を
ど
う
進
め
る
か
。

答　
宮
野
森
小
学
校
は
、
地

域
懇
談
会
、
検
討
委
員
会
、

Ｃ
Ｗ
ニ
コ
ル
ア
フ
ァ
ン
の
森

財
団
の
提
言
を
受
け
建
設
し

た
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
継
続

的
に
予
算
を
投
じ
る
必
要
性

は
あ
る
が
、「
森
の
学
校
」の

コ
ン
セ
プ
ト
を
大
切
に
し
た

い
。
将
来
的
に
は
カ
バ
ー
工

法
等
へ
の
変
更
も
検
討
す
る
。

３
件
目

問　
出
土
す
る
埋
蔵
文
化
財

を
一
元
管
理
す
る
施
設
建
設

に
関
す
る
見
解
は
。

答　
赤
井
官
衙
遺
跡
群
か
ら

出
土
し
た
遺
物
収
蔵
施
設
の

地
域
内
整
備
は
、
国
等
の
補

助
メ
ニ
ュ
ー
が
な
い
こ
と
か

ら
難
し
い
。
従
来
ど
お
り
、

縄
文
村
施
設
で
の
一
体
的
な

管
理
が
望
ま
し
い
。
縄
文
村

の
収
蔵
展
示
施
設
は
、
過
疎

計
画
期
間
内
で
の
整
備
が
可

能
と
考
え
る
。

問　
縄
文
村
の
機
能
強
化
と

発
信
力
強
化
の
考
え
は
。

答　
過
疎
債
を
活
用
し
、
強

化
に
努
め
る
。

１
件
目

問　
本
事
業
進
捗
状
況
は
。

答　
令
和
４
年
度
事
業
採
択

に
向
け
て
権
利
者
か
ら
施
行

同
意
徴
集
を
進
め
て
い
る
。

答　
今
年
１
月
末
現
在
の
進

捗
状
況
は
、
当
初
計
画
の

38
％
に
対
し
て
実
績
で
は

57
％
で
あ
り
、
防
災
調
整
池

設
置
な
ど
を
含
め
た
造
成
工

事
の
令
和
４
年
10
月
末
完
了

を
目
指
す
。
企
業
誘
致
の
進

捗
状
況
は
、
立
地
を
予
定
し

て
い
る
３
社
の
う
ち
、
販
売

店
の
立
地
に
関
す
る
協
定
を

２
社
と
既
に
締
結
済
み
で
あ

り
、
残
る
１
社
に
つ
い
て
も

近
日
中
に
協
定
締
結
を
予
定

し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
企
業

も
店
舗
等
の
建
築
設
計
を
進

め
て
い
る
。

２
件
目

問　
農
水
産
物
や
加
工
品
の

本
市
ブ
ラ
ン
ド
の
基
準
作
り

が
必
要
で
は
。

答　
本
市
で
は
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
制
度
の
確
立
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
本
市
の

良
質
な
農
水
産
物
や
加
工
品

の
販
路
拡
大
基
盤
を
確
立
し

つ
つ
、
認
定
制
度
を
研
究
す

る
。

１
件
目

問　
赤
井
地
域
の
市
街
化
区

域
の
拡
大
が
必
要
で
は
。

答　
今
年
度
、
市
街
化
区
域

拡
大
に
向
け
た
土
地
利
用
誘

導
検
討
調
査
業
務
を
専
門
業

者
に
委
託
し
、
赤
井
地
域
を

含
め
た
市
街
化
区
域
隣
接
地

区
に
お
い
て
、
市
街
化
を
推

進
す
る
候
補
地
や
既
存
集
落

等
の
編
入
候
補
地
の
選
定
作

業
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
、

具
体
的
な
候
補
地
に
つ
い
て
、

地
権
者
の
同
意
を
得
て
県
と

協
議
す
る
と
と
も
に
、
協
議

結
果
を
踏
ま
え
、
早
期
に
本

市
都
市
計
画
審
議
会
へ
市
街

化
区
域
拡
大
に
つ
い
て
諮
問

す
る
。

問　
柳
の
目
地
区
産
業
用
地

の
整
備
と
企
業
誘
致
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
。

齋藤　徹 議員

千葉　修一 議員

問

問

答

答

深
谷
西
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

赤
井
地
域
の
市
街
化
区
域
拡
大
を
問
う

地
域
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
進
め
る

編
入
候
補
地
の
選
定
作
業
を
進
め
る

▲整備の完了が待たれる柳の目地区産業用地

１　深谷西地区県営ほ場整備事業について
２　各市立学校の今後の環境整備について
３　埋蔵文化財の一元管理施設の早期建設を

11 人が市政をただす
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１　作田浦自治会集会所の整備について
２　犯罪被害者等基本法による支援に関する本市の対応
　　を問う
３　起業家教育について

１　加齢性難聴者の補聴器購入助成について
２　学校健診後の治療について

▲難聴のレベル

手
帳
交
付
に
よ
る
補
聴
器
の

助
成
は
あ
る
が
、
加
齢
に
よ

る
軽
度
・
中
度
難
聴
は
除
外
。

聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
る

高
齢
者
を
対
象
に
市
独
自
の

補
助
制
度
を
創
設
す
べ
き
。

答　
加
齢
に
よ
る
難
聴
は
誰

に
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
、

補
聴
器
ニ
ー
ズ
は
増
加
す
る
。

助
成
は
東
北
地
方
で
１
自
治

体
、
県
内
で
は
無
い
状
況
で

あ
り
、
今
後
検
討
す
る
。

問　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
区
分
に
よ
れ

減
を
図
る
支
援
条
例
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
条
例
が
な
い

状
況
で
は
被
害
者
に
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
る
。
条
例
制
定
に
向
け
た

本
市
の
考
え
は
。

答　
被
害
者
の
尊
厳
と
経
済

的
支
援
の
た
め
の
見
舞
金
制

度
を
軸
と
し
た
条
例
制
定
に

つ
い
て
、
６
月
定
例
議
会
を

目
標
と
し
て
進
め
る
。

３
件
目

問　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で

ば
、
障
が
い
認
定
に
は
至
ら

な
い
が
、
軽
・
中
度
難
聴
、

準
高
度
難
聴
と
さ
れ
る
方
も

補
聴
器
が
必
要
な
聞
こ
え
の

程
度
と
し
て
い
る
。
新
聞
に

よ
れ
ば
補
助
は
全
国
35
自
治

体
に
広
が
っ
て
い
る
。

答　

高
齢
化
社
会
の
流
れ
、

老
人
福
祉
の
面
か
ら
も
今
後

前
向
き
に
検
討
す
る
。

２
件
目

問　
宮
城
県
保
険
医
協
会
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
学
校
検
診

で
要
受
診
と
診
断
さ
れ
た
児

童
生
徒
の
う
ち
53
．
８
％
～

65
．
５
％
が
未
受
診
と
の
結

果
だ
。
本
市
の
状
況
と
未
受

診
へ
の
対
応
は
。
児
童
生
徒
、

保
護
者
が
相
談
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

答　
本
市
の
未
受
診
率
は
全

国
・
県
平
均
よ
り
も
低
い
。

未
受
診
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
は
勧
奨
通
知
を
送
付
。
相

談
窓
口
は
担
任
、
養
護
教
諭
。

各
校
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配

置
。
今
後
と
も
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
相

談
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

起
業
家
教
育
を
導
入
す
る
考

え
は
。

答　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
創

造
性
、
探
求
心
等
を
養
う
教

育
で
あ
る
。
小
学
校
で
は
外

部
人
材
を
活
用
し
た
体
験
活

動
、
中
学
校
で
は
職
場
体

験
、
職
業
講
話
等
を
通
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
。

問　
情
報
教
育
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
は
。

答　
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

櫻井　政文 議員

長谷川　博 議員

１
件
目

問　
高
齢
者
は
歳
と
と
も
に

聴
力
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ

り
、
会
話
や
交
流
を
困
難
に

し
、
閉
じ
こ
も
り
や
認
知
症

に
つ
な
が
る
と
の
指
摘
も
。

現
行
で
は
、
身
体
障
が
い
者

１
件
目

問　
作
田
浦
自
治
会
は
専
用

の
集
会
所
が
な
く
、
不
便
を

き
た
し
て
い
る
。
人
口
・
世

帯
数
と
も
多
く
、
災
害
時
の

避
難
施
設
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
等
様
々
な
観
点

か
ら
専
用
の
集
会
所
が
必
要

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
作
田
浦
自
治
会
と
下
浦

自
治
会
が
共
同
で
利
用
す
る

集
会
施
設
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
東
北
防

衛
局
に
設
置
を
要
望
し
た
。

用
地
、
財
源
、
整
備
時
期
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

２
件
目

問　
国
は
平
成
16
年
に
犯
罪

被
害
者
の
権
利
と
利
益
を
保

護
す
る
た
め
「
犯
罪
被
害
者

等
基
本
法
」
を
制
定
し
た
。

自
治
体
で
も
犯
罪
被
害
者
の

苦
痛
や
経
済
的
な
負
担
の
軽

問

問

答

答

高
齢
難
聴
者
へ
補
聴
器
購
入
の
助
成
を

作
田
浦
自
治
会
集
会
所
整
備
に
つ
い
て

ニ
ー
ズ
は
増
加
、
今
後
検
討
す
る

整
備
に
向
け
用
地
・
財
源
を
検
討
す
る

▲犯罪被害者に寄り添える支援を！

軽度難聴
（25～40dB未満）

高度難聴
（70～90dB未満）

重度難聴
（90dB以上）

中等度難聴
（40～70dB未満）

？？
？ ？

？

小さな声での
会話が

ききとりにくい

ほとんど
わからない

耳元に口を近づけ
ないと会話を
ききとりにくい

耳元に口を近づけ
ないと大声でも
ききとりにくい
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１　本市の切れ目のない子ども関連施策について伺う
２　本市の農業振興施策について伺う
３　学校を中心とした地域活性化、コミュニティ・スクールの
　　更なる可能性について伺う

▲子どもに勉強に興味を持たせるプログラミング教室

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

学
習
や
松
島
自
然
の
家
の
自

然
体
験
学
習
等
を
通
じ
て
学

習
意
欲
を
高
め
る
取
組
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
含
め
、
取
組
を
進
め

る
。

　

企
業
や
団
体
が
同
様
の
取

組
を
行
う
場
合
、
直
接
営
利

に
な
ら
な
い
範
囲
で
助
成
等

を
行
っ
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
の
学
び
の
環
境

整
備
の
た
め
、
W
i-

F
i

機
器
の
更
新
や
市
図
書
館
へ

新
設
す
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
リ
モ
ー
ト
授
業
等
は
、

計
画
的
に
準
備
を
進
め
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
自
宅
待
機
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
児
童
生
徒
に
対
し
、

既
に
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点
を
活

か
し
た
教
育
活
動
に
取
り
組

む
。

２
件
目

問　
航
空
機
騒
音
に
対
す
る

施
設
の
防
音
及
び
空
調
設
備

の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

答　
防
衛
省
補
助
事
業
を
活

用
し
進
め
て
い
る
。
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
防
衛
省
補
助

対
象
外
だ
が
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
よ
う
東
北
防
衛

局
に
対
し
、
要
望
を
継
続
す

る
。

　

松
島
基
地
自
衛
隊
官
舎
の

防
音
対
策
等
に
つ
い
て
は
、

国
所
管
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
基
地
協
議
会
役
員

会
な
ど
で
話
題
提
供
す
る
。

１
件
目

問　
児
童
生
徒
に「
や
る
気
」

を
起
こ
さ
せ
る
方
策
に
つ
い

て
問
う
。

答　

市
内
小
中
学
校
で
は
、

石
巻
専
修
大
学
と
連
携
し
て

農
家
が
厳
し
い
現
状
を
強
い

ら
れ
て
い
る
中
で
、
ほ
場
整

備
の
促
進
が
急
務
で
あ
る
。

西
小
松
地
区
県
営
ほ
場
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
同
事
業
は
、
総
事
業
費

27
億
円
、
受
益
面
積
１
２

８
．
４
ha
、
令
和
６
年
度
施

工
完
了
に
向
け
進
捗
し
て
い

る
。
更
に
早
期
に
完
了
す
る

よ
う
、
引
き
続
き
県
に
要
望

す
る
。
今
後
も
安
定
し
た
農

業
経
営
確
立
の
方
針
を
示
し
、

具
体
的
な
取
組
を
進
め
る
。

３
件
目

問　
学
習
指
導
要
領
が
改
訂

さ
れ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
更
な
る
可
能
性

は
。

答　
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
を
実
現
す
る
本
取
組
を

充
実
さ
せ
る
。
他
自
治
体
に

先
駆
け
中
学
校
区
単
位
に
学

校
運
営
協
議
会
連
絡
会
を
設

置
し
、
一
層
の
連
携
を
図
る
。

１
件
目

問　
経
済
的
困
窮
世
帯
か
ら

の
相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
実
態
を
調
査
し
、
必

要
な
支
援
策
を
。

答　
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
更
な
る
支
援
充
実
に
繋

げ
る
。

問　
産
前
産
後
ケ
ア
、
妊
産

婦
の
不
安
解
消
策
は
。

答　
産
婦
健
診
助
成
や
産
後

ケ
ア
事
業
を
新
た
に
実
施
し
、

一
層
取
組
を
充
実
す
る
。

問　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
策
は
。

答　
本
市
独
自
の
支
援
策
等
、

各
種
施
策
を
講
じ
て
い
る
。

問　
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た

相
談
窓
口
体
制
を
。

答　
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
を
新
た
に
設
置
す
る
。

２
件
目

問　
米
価
下
落
が
止
ま
ら
ず

井出　方明 議員

浅野　直美 議員

問

問

答

答

学
力
向
上
施
策
に
つ
い
て
問
う

子
ど
も
関
連
施
策
に
つ
い
て
伺
う

必
要
な
対
応
を
進
め
て
い
く

実
態
調
査
実
施
し
支
援
充
実
に
繋
げ
る

▲西小松地区県営ほ場整備事業、
更なる安定した農業経営を

▲教育基本方針の下、地域貢献
や郷土愛意識醸成に取り組む

１　学力向上施策について問う
２　防衛関連交付金等の活用について問う

11 人が市政をただす
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１　プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律
　　の４月施行に向けた本市の取組を問う

１　農村政策について問う
２　定川堤防の周回について

▲地域資源保全会活動

答　
農
業
用
水
利
施
設
等
の

維
持
管
理
に
国
・
県
・
市
か

ら
土
地
改
良
区
へ
助
成
が
あ

り
、
農
地
所
有
者
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

賦
課
金
軽
減
策
を
研
究
す
る
。

問　
地
域
資
源
保
全
会
活
動

に
つ
い
て
地
域
組
織
等
と
連

携
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
市

民
参
加
を
促
さ
れ
た
い
。

答　
先
進
事
例
等
を
紹
介
し

参
加
を
働
き
か
け
る
。

減
量
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
対
策
は
。

答　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

を
減
ら
し
、
繰
り
返
し
使

う
」
こ
と
は
、
資
源
循
環
型

社
会
を
構
築
す
る
上
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
か
ら
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
よ
る

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
、
海

洋
流
出
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
発
生
防
止
と
減
量
化
に
つ

な
が
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
と
し
て
他
自
治
体
の
模
範

問　
国
で
検
討
中
の
「
一
定

期
間
水
張
り
の
な
い
水
田
へ

の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直

し
」
に
つ
い
て
、
地
域
特
性

を
考
慮
し
た
仕
組
み
と
す
べ

き
で
は
。

答　
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、

関
係
機
関
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
宮
城
県
市
長
会
等
で

今
後
の
対
応
を
協
議
す
る
。

問　
非
農
家
に
農
村
政
策
を

理
解
さ
れ
る
よ
う
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
一
層
の
周

知
を
図
ら
れ
た
い
。

答　
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

る
。

２
件
目

問　
定
川
堤
防
は
格
好
の
散

歩
コ
ー
ス
で
も
あ
り
潮
風
ト

レ
イ
ル
の
サ
ブ
コ
ー
ス
と
し

て
も
有
望
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
仙

石
線
の
赤
井
側
も
周
回
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
。

答　
過
去
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙

台
支
社
に
申
し
入
れ
た
が
、

実
現
で
き
な
か
っ
た
。
仙
石

線
に
つ
い
て
は
踏
切
の
改
良

を
優
先
す
る
た
め
、
実
現
は

難
し
い
。

と
な
る
よ
う
進
め
る
。
な
お
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
今
後
も

資
源
物
と
し
て
分
別
・
収
集

す
る
。

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
し

て
、
子
ど
も
へ
教
育
段
階
か

ら
始
め
る
べ
き
で
は
。

答　

市
内
全
小
中
学
校
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
含
む

環
境
教
育
を
各
教
科
等
の
学

習
と
児
童
生
徒
の
日
常
生
活

を
結
び
つ
け
今
後
も
取
り
組

む
。

手代木せつ子 議員

阿部　秀太 議員

１
件
目

問　
水
田
の
多
面
的
機
能
な

ど
の
公
共
性
を
鑑
み
、
土
地

改
良
区
賦
課
金
の
低
減
を
国

や
県
に
働
き
か
け
ら
れ
る
べ

き
。

問　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係

る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」
の
令
和
４
年
４

月
施
行
に
向
け
た
本
市
の
取

組
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
準
備
期

間
と
し
て
、
市
民
意
識
の
向

上
の
た
め
市
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
処
理
事
業
者
と
の

調
整
を
進
め
、
令
和
５
年
度

か
ら
の
本
格
実
施
を
目
指
す
。

新
法
律
施
行
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却

し
て
い
た
40
㎝
以
下
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
ご
み
（
Ｃ
Ｄ
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ン
ガ
ー
、

玩
具
等
）
も
、
令
和
５
年
度

か
ら
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
と
一
緒
に
毎
週
水
曜

日
（
平
日
の
み
）
に
ご
み
集

積
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

問

問

答

答

農
村
政
策
に
つ
い
て
問
う

プ
ラ
ご
み
新
法
律
へ
の
取
組
を
問
う

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
す
る

令
和
５
年
度
か
ら
家
庭
プ
ラ
ご
み
回
収

▲新たに対象となるプラスチックごみ類
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■
議
会
広
報
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東
松
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市
議
会
だ
よ
り

No.64
2022年

５
月

1
日

発
行

　
年

4
回

発
行

■
〒

981−
0503   宮

城
県

東
松

島
市

矢
本

字
上

河
戸

36−
1

☎
0225−

82−
1111 　

FAX0225−
82−

1125　
■

印
刷

　
㈱

鈴
木

印
刷

所

編
◆

集
◆

後
◆

記

　

令
和
４
年
度
最
初
の
市
議

会
だ
よ
り
は
、
第
１
回
定
例

会
で
の
予
算
審
査
を
始
め
と

し
た
重
要
な
議
案
に
つ
い
て
、

慎
重
に
審
議
し
た
内
容
等
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
派
代
表
質
問
及
び
一
般

質
問
に
お
き
ま
し
て
も
、
市

民
皆
様
の
生
活
に
直
結
し
た
、

よ
り
良
い
市
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
を
活
か
し
様
々
な
提

案
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
本
誌
は
、
議
会

の
様
子
や
審
議
の
内
容
を
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
本

市
議
会
を
一
層
身
近
に
感
じ

て
、
市
民
皆
様
に
ご
愛
読
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
広
報
委

員
一
同
懸
命
に
励
ん
で
参
り

ま
す
。

（
浅
野　

直
美
）



広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

熊
谷　

昌
崇

副
委
員
長　

櫻
井　

政
文

委　
　

員　
手
代
木
せ
つ
子

委　
　

員　

浅
野　

直
美

委　
　

員　

土
井　

光
正

委　
　

員　

小
野　

惠
章

次回の定例会は
6月8日㈬
午前 10 時開会
※日程は変更となる場合があります。
※コロナ等の状況により傍聴を中止
する場合があります。
詳しくは市議会ＨＰをご覧ください。

ご意見ご提案、募
集中

　本市議会では、市役所（矢本・鳴瀬）及び各市民セ
ンターに目安箱を設置しています。議会や議員に対す
る内容については、全議員に周知を行っています。そ
の他、市への要望と思われる意見については、市に提
案を行うなどの対応をしております。引き続き、皆様
からのご意見やご提案をお待ちしております。

議会運営および活動状況

12 月   9 日　総務常任委員会、民生教育常任委員会
　      10 日　総務常任委員会、民生教育常任委員会
　      16 日　議員定数と報酬等に関する調査特別委員会
　      20 日　議会運営委員会
  1 月   7 日　広報常任委員会
　      14 日　全国市議会議長会正副会長視察来庁
　      17 日　仙台市議会会派「市民フォーラム仙台」
　　　　　　  視察来庁
　      24 日　議会運営委員会
　      25 日　令和４年第１回臨時会、議員全員協議会
  2 月   9 日　議会運営委員会、広報常任委員会
　      14 日　議員定数と報酬等に関する調査特別委員会

（令和 3 年 12 月定例会開会以降）
全国市議会議長会が
本市を視察

　全国市議会議長会
正副会長が平成27年
11月以来２度目の視
察に本市を訪れまし
た。復興祈念公園で
は、鈴木和彦副会長

（静岡市議会議長）が
代表して献花し、渥美市長と小野市議会議長から震
災後10年の歩みや復興の現状について説明を受けま
した。また、防災拠点備蓄基地や野蒜ケ丘団地を視
察しました。（１月14日、復興祈念公園）

市議会ＳＤＧｓ推進活動
　本市議会では、市民全体の福祉の向上及びＳＤＧｓ

（持続可能な開発目標）が掲げる「持続可能でよりよい
世界」の実現を目指し、２月９日は都市計画道路矢本
門脇線沿線の農道、３月10日は滝山公園、3月29日

は国道45号赤
井地区沿線の
清掃活動を行
い ま し た。 引
き 続 き、 全 世
代に住みよい
まちを目指し
て活動してま
いります。

市議会議員研修
人口減少に対処するキーワード

「住民の創造」
　「人口減少対策と地域活性化の取組」と「SDGsと
地方創生の基本」をテーマにした市議会議員研修
を行いました。関東学院大学法学部地域創生学科
准教授の牧瀬稔氏を講師に訪き、今後人口減少を
勝ち抜く視点や、成果を導出するための対象層を
絞り政策展開を行うことの重要性などについてオ
ンライン形式でご講演をいただきました。
　人口減少は多くの自治体が直面する課題であり、
今回の研修の成果
を議員１人１人が
議員活動に活かし
てまいります。

（３月14日、
市役所本庁舎）

マーケティングやブランド化など、民間
企業の手法が求められつつある！

「自治体間競争」の幕開け
住民の福祉の増進を前提に、拡大都市を目指
して政策を開発していく必要がある！

会期日程は
こちら！

議会だよりをお読みい
ただいた感想やご意見
を、ぜひお聞かせ下さい。
●アドレス
h - g i k a i @ c i t y .
higashimatsushima.
miyagi.jp
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